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 現地演習のスケジュール概要 

 現地到着後、オリエンテーションの後、学生は 5 人/チームを形成する。UL では参加学

生は 5 人の 1 チームのみ、学習テーマも一つだが、SIU には 10 人の学生が渡航するため、

2 チームを形成する。日本の千葉大学においては、UL 学生 5 人および SIU 学生 10 人の計

15 名より両大学混合の 3 チームを形成する。1 チームあたり 1 テーマとして、テーマを選

定し、トピックに焦点化して、チームでの役割分担や情報共有などを行いつつ学習を行う。

各チームは数カ所の組織や施設にて活動に参加し、最終日には各グループのテーマについ

て、学習目標 IPCP、社会課題解決、文化的対応力の 3 つに照らし学習成果を発表する。そ

の時点で、教員や現地学生からのフィードバックを得る。さらに事後学習として、学生は相

互に各発表についてフィードバックを行う。 

 

 学生交流  

SIU、UL そして千葉大学において、GRIP 参加学生が本来の学業に支障の無い程度にバ

ディとなって、常に数人がプログラム活動に同行する。日本では、SIU および IL 学生受入

時に、派遣にて同大学を訪問した本学学生が同行する。同行する学生は英語にて、学習課題

に関する自国の状況や公共交通機関の利用法等に関する説明や、自由時間には学生同士が

自発的に調整を行い共に余暇時間を過ごすなど、学習活動から生活の支援等を行う。このよ

うに自国において受入学生の支援を行うことにより、渡航先のみならず自国においても学

生交流および共同学習にて自国の社会課題等についても学習する機会となる。 

  

2-5. ISL プログラム 派遣 

表 に、派遣について、派遣先、人数、学習テーマ、期間等を示す。 

2-5-1. 参加学生の概要 

 募集・選考の結果、参加学生は看護学部、看護学研究科、医学部、国際教養学部という昨

年の参加学生の所属に加え、工学部、教育学部の所属であった。派遣先は学生の希望を優先

しつつ、参加学生の学術的専門性が多様となるように配置した。SIU には 10 人、UL には

5 人の計 15 人を派遣した。 

 

2-5-2. プログラム期間 

 表に示した通りである。最低でも 8 日間の学習日を確保し、派遣先大学や演習施設等の

都合により、渡航期間が若干異なっている。 
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表 10     2023 年度 学生派遣の概要 

渡航先 千葉大学 → レスター大学 ５名 千葉大学 → シンビオシス国際大学 10名 

渡航期間 2024年2月10日（土）～23日（金） 2024年2月13日（火）～23日（金） 
プログラ
ム期間 

2024年2月12日（月）～21日（水）8日間 
※平日のみプログラム実施 2024年2月14日（水）～21日（水）8日間 

学生の所
属・構成

(人) 

男性1, 女性4 
医学部 1、工学部(建築1、医工学1) 2 
法政経学部 1、 看護学研究科(前) 1 

男性3, 女性7 
工学部(医工学2，都市環境1) 3、国際教養学部 3 
教育学部 1、看護学部 2、看護学研究科(前) 1 

現地での
学習テー
マ及び訪
問先等 

ホームレス支援（ホームレス支援NGO、当事者に
よる自立支援施設)（GPホームレス診療外来等） 

困難な状況にある子ども、女性の支援 
（スラム街、支援NGO、女性支援施設等、環境保全NGO） 
学習成果発表時のトピック 
グループ1 “NGO's role in improving social problems in 
India.” 
グループ2 “Analysis of issues in Indian society and 
proposal of solutions.” 

備考 レスター大学より修了証発行 SIUのSCIEより修了証発行および2単位認定・付与 

 

2-5-3. 学習内容 

SIU での学習テーマと活動 

SIU ではすでに、SCOPE ： Symbiosis Community Outreach Programme and Extension 

(SCOPE)という一つの部門として組織、サービスラーニングフィールドやカリキュラムが

確立されている（https://siu.edu.in/Health-Facilities.php）。活動のターゲットは、健康課題

に関連したものから IT 教育や経済的教育提供など多岐にわたるものである。SIU での GRIP

プログラムは SCIE（Symbiosis Center for International Education）が SCOPE と共同して

提供する。 

 SIU に到着した本学学生は、困難な状況にある子どもおよび女性への支援を学習テーマ

として 10 人全員が同一のスケジュールで行動するが、前述の通り、2 つのチームとなり、

それぞれ異なるトピックにて学習成果をまとめ発表した。この度の 2 つのトピックは、

“NGO's role in improving social problems in India.”および“Analysis of issues in Indian 

society and proposal of solutions.”であった。 

 

SIU での現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

スケジュールは図に示した通りである。SIU でのインドの社会構造や NGO の必要性等、

そして学習テーマである困難な状況にある子ども達ならびに女性へのエンパワメント等の

支援、環境保全等について現地の担当教員による講義の後、スラム街やストリートチルドレ

ンに教育を提供している NGO、女性の支援を行う NGO、環境保全に関する NGO 等を訪

問し、活動に参加した。インドでは他の途上国同様に、子どもや女性の支援を含む開発と同

時に、環境保全によるサステナビリティの担保も大きな課題であり、インドでの現地演習の

特性として、これらを並行して考慮する社会課題解決等が学習課題となった。またヘリテー

ジウオークでは、州政府の歴史的な旧施設や街中の野菜市場、寺院と参拝する人々、近代的

な大型ショッピングモール等を訪問し、人々の生活の様子を観察した。 



39 

 

 

表
11

 
イ

ン
ド

・
シ

ン
バ

イ
オ

シ
ス

国
際

大
学

で
の

G
R

IP
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 



40 

 

UL での学習テーマと活動 

 UL では、現地の本 GRIP プログラム担当教員である IPE(Interprofessional Education)担

当の教員らによって、ホームレス支援が学習テーマおよびフィールドとして準備・提供され

た。本学学生は 5 人 1 チームであり、この 5 人でホームレス支援を課題として取り組んだ。 

 

UL での現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 

 現地での訪問施設・組織およびスケジュールは図の通りである。学生 5 名が 3 つに別れ、

それぞれ複数の施設・組織の活動に、1-2 日参加した。レスターでのホームレスの原因の多

くが薬物依存であることから、薬物依存からリカバリした当事者による自助・共助組織や、

ホームレスや移民等を対象とする公的なクリニックの見学等を実施した。NHS とホームレ

ス支援という趣旨の学習成果発表を行い、現地担当教員らからフィードバックを受けた。 

 表 12 イギリス・レスター大学での GRIP スケジュール 


